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《本日、私立・専修学校推薦入試》
いよいよ入試を迎える人が出てきました。そのた

め、今日は登校しない人もいるわけです。

これからは、入試を受ける日にちによって、ぽつ

ぽつと空席が目立つようになります。この時期な

らではの光景です。

残り少ない登校日、

一日一日を大切に…

進路担当より

「最後まであきらめない」。航空高石川（輪

島市）の推薦入試受験へ、埼玉県内から列車

を乗り継いで同校へ向かう途中、大雪のため

新潟県内で足止めされた中３女子が、ヒッチ

ハイクしたトラック運転手の夜通しの運転に助

けられ、間一髪で受験開始に間に合った。同

校では２２日までに「困難にめげず頑張った、

ある受験生の話」として全校集会で紹介し、

夢実現へ努力する生徒たちの胸を打った。

女子生徒は１月１７日午前９時１０分開始の

試験に向け、前日から母親と夜行列車など

を乗り継いで輪島市へ向かう予定だった。し

かし、新潟県長岡市まで行ったところで、大雪

による列車運休で足止めを余儀なくされた。１

７日午前０時過ぎ、２人は試験に間に合わない

と判断し、列車を降りてヒッチハイクを決意。

通りかかったトラックに上越市内まで送っても

らい、さらに同市の給油所に立ち寄った車に

同乗を頼んで回った。

寒風の中、数台に断られながらも必死に石

川方面に向かう車を探すと、山形県内の運送

会社のトラック運転手が快諾してくれた。同乗

は「金沢市まで」との約束だった。だが、運転

手は同市に近づくと「よし、輪島まで行っちゃ

る」とハンドルを切り、進行方向を北に変え

た。

試験開始の約１０分前、２人は学校に到着、

ぎりぎりではあるが、善意のリレーで間に合っ

た。事前の電話連絡で「欠席」と踏んでいた

教員が驚いて出迎えると、運転手は「うちの

娘も受験生だから気持ちはよく分かる」と控

えめに語り、名前や行き先なども告げずに立

ち去ったという。

作文試験に臨んだ女子生徒は出題された

テーマを見て、目を丸くした。「私が感動した

こと」。迷うことなく、女子生徒は直前まで起

こった「感動」をありのまま書き記した。深夜

に見ず知らずの親子を運んだ運転手の温か

さ、「絶対にあきらめない」と懸命に車を探し

てくれた母を通して「人の優しさに感動した」

とつづった。

女子生徒の作文に目を通した浅川正人副

校長は「運転手の善意に感謝でいっぱい。簡

単にあきらめない生徒も立派だった」と目を

細めた。女子生徒には２１日、合格通知が届け

られた。 （「北陸新聞」より抜粋）

この話を知っている人は多いのでは？この話

にはいろいろな意見があるかもしれないけど、「最

後まであきらめない」気持ちが大切だというのは、

誰もが思うのでは？そして、周りの人も応援してく

れているということも感じるのではないだろうか？

現在、この女子生徒は、夢の実現のために

頑張っているという。

こんな話は、奇跡的だけど、もう一度自分の

周りを見てみよう。あなたを支えている人が多いこ

とに気づきますか？


